





















































































いう語彙が，先の「第 2 コリント書」でも用いられているのである．同書簡 4








































さて，330 年に生まれ 379 年に没したバジルの生涯に関しては，① 360 年




















































































































項である三位一体説を擁護して論陣を張る．全 3 巻より成るその構成は，第 1
巻で「父」，第 2 巻で「子」，第 3 巻で「聖霊」が扱われ，第 1 巻では主として，
「不出生性」が神の本質ではないという点が主張される．
神学的にバジルの主張がよく看取されるのは，第 2 巻の「子」論，そして第


























































































様式として採用されたのは，下って 8 世紀ないし 9 世紀ごろのこととされる．
現在，聖バジル典礼は年間に計 10 回，すなわち四旬節中の 5 度の主日と聖木
曜日と聖土曜日，それに降誕祭と公現祭の前晩，そして聖バジルの祝日であ


























































































































号を略記する），晩課時に 20,19-25 が朗読される．第 2 主日「使徒トマスの信
仰告白の主日」には，聖体祭儀時に 20,19-25 が読まれる．第 3 主日「香油を
携える婦人たちの主日」にはヨハネ福音書からの朗読はないが，第 4 主日「足
の不自由な者の癒しの主日」には聖体祭儀時に 5,1-15 が，第 5 主日「サマリ
アの婦人にちなむ主日」では朝課に 20,1-10; 12 が，聖体祭儀で 4,5-42 が朗読
される．そして第 6 主日「生まれつき盲目の者の癒しの主日」には，朝課で






書の第 14 章第 1 節から朗読が行われる．次の復活節第 7 主日は「第 1 ニケア
公会議に集える師父たちの記念の主日」と名づけられるが，朝課で 21,1-14，
聖体祭儀で 17,1-13 が朗読される．このニケア公会議は 325 年 5 月 29 日に開





















































確に規定した同第 37 問は，現行の祈りの体系がすでに 4 世紀の時点で確立し
ていたことを示す貴重な史料でもある 17．
バジルは同箇所において，1 時課，3 時課，6 時課，9 時課という 4 つの「時
課」を設け，各々の神学的意味づけと各時課に適う詩篇を挙げている（以下
いずれもギリシア語訳旧約聖書の詩篇番号による）．それによれば，1 時課に
は詩篇第 76 編（4）と第 5 編（3－4），3 時課には詩篇第 50 編（12－13），と
第 142 編（10），6 時課には詩篇第 54 編（12），と第 90 編（6）が適合する．





は詩篇第 4 編（5），終課には詩篇第 90 編，夜半課には詩篇第 118 編（62）〔お




3 時課（午前 9 時頃）は，この時刻に使徒たちの上に聖霊が下ったこと（使徒
行録 2,15）を思い起こすとされる．また 6 時課（正午頃）は，十字架におけ
るキリストの苦しみを追憶し，9 時課（午後 3 時頃）は，キリストの十字架上
での死を思い起こすものである．このうち修道院にあっては．聖霊降臨を表す





詩篇に関して，1 時課における詩篇第 5 編，3 時課における詩篇第 50 編，6 時
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